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対象現場は施工場所の敷地境

酸化鉄スラリーを

現地汚染土壌をカラムに充填

（乱流を発生させない条

．カラム通過後の地下水

砒素吸着量を算出した

に示す．砒素が酸化鉄ス

破過状態となることで，カラム出口

出口側での濃度が地下水基準値

浄化壁としての機能

吸着量は 0.153

汚染土壌を介し

おおむね同じオーダーの吸着

要因の影響はあっ

酸化鉄スラリーによる砒素の吸着効果が認

各酸化鉄スラリー混合量の試験ケースで吸着

いずれのケースも酸化鉄ス

あたりの吸着量に大きな差は生じなか

酸化鉄スラリーを多く注入するほど砒素吸 

に示すとおり酸化鉄スラリーが多いほ

通水量はそれぞれ 3.8

 

による砒素吸着において，実際の地下水に存在する無機イオンの影響を受け

こうした阻害要因

重金属吸着能を持つ地盤注入用スラリー（酸化鉄系）の開発

染とその防止対策に関する研究集会, 

, フジ・テクノシステム

通水量
カラム出口
砒素濃度

(L) (mg/L)

0.0 <0.001

0.2 <0.001

0.7 <0.001

1.4 0.004

1.9 0.010

2.2 0.014

2.9 0.020

3.6 0.022

4.3 0.024

5.8 0.029

8.6 0.030

酸化鉄　3kg-酸化鉄/m

表

吸着阻害の要因ではないと考える

であり，参考値

）の範囲内にあるものの

吸着阻害要因の一つと推

地下水中の阻害要因と現地土壌が介在した場合

浄化壁としての適用性を判断する

概要を図-3 に示す

試験では未汚染土

対象現場は施工場所の敷地境

を所定量（3

カラムに充填

（乱流を発生させない条

カラム通過後の地下水

砒素吸着量を算出した． 

砒素が酸化鉄ス

カラム出口側での砒

地下水基準値 

 

に示すとおり酸化鉄スラリーが多いほど通水量

3.8 倍，13.6

実際の地下水に存在する無機イオンの影響を受け

こうした阻害要因があっても

重金属吸着能を持つ地盤注入用スラリー（酸化鉄系）の開発

, pp.16-19, 

フジ・テクノシステム

図

カラム出口
砒素濃度

砒素
吸着量

通水量

(mg/L) (mg/g-FB剤)

<0.001 0

<0.001 0.027

<0.001 0.080

0.004 0.150

0.010 0.187

0.014 0.203

0.020 0.234

0.022 0.260

0.024

0.029

0.030

酸化鉄　3kg-酸化鉄/m3-土

表-3  カラム試験

ガラスビーズ

吸着阻害の要因ではないと考える．

であり，参考値 2)として

）の範囲内にあるものの，

吸着阻害要因の一つと推

地下水中の阻害要因と現地土壌が介在した場合

する目的で，

に示す．浄 

ど通水量（耐久性期間）

13.6 倍となり，通水量は若干低下するものの

実際の地下水に存在する無機イオンの影響を受け

があっても，カラム試験を通して現場条件に見合う適切な設

重金属吸着能を持つ地盤注入用スラリー（酸化鉄系）の開発

19, 2015. 

フジ・テクノシステム, 1997. 

図-4  カラム試験結果

通水量
カラム出口
砒素濃度

(L) (mg/L)

0.0 <0.001

0.2 <0.001

0.7 <0.001

1.4 <0.001

2.2 <0.001

2.9 <0.001

3.6 <0.001

4.3 0.001

5.8 0.003

7.2 0.010

8.6 0.017

11.5 0.019

14.4 0.018

17.3 0.024

20.2 0.034

23.0 0.033

酸化鉄　12kg-酸化鉄/m

カラム試験による砒素吸着量の算出結果

定期的に

ガラスビーズ

円筒カラム
（直径5cm）

地下水
（砒素：0.033mg/L）

図-3  

（耐久性期間）は

通水量は若干低下するものの

実際の地下水に存在する無機イオンの影響を受け

試験を通して現場条件に見合う適切な設

重金属吸着能を持つ地盤注入用スラリー（酸化鉄系）の開発

カラム試験結果（破過曲線）

砒素
吸着量

通水量

(mg/g-FB剤) (L)

0 0.0

0.007 0.2

0.020 0.7

0.040 1.4

0.060 2.2

0.080 2.9

0.100 3.6

0.120 4.3

0.156 5.8

0.184 8.6

0.203 11.5

0.236 14.4

0.272 17.3

0.294 20.2

0.291 23.0

0.290 25.9

28.8

酸化鉄　12kg-酸化鉄/m3-土 酸化鉄　48kg-酸化鉄/m

による砒素吸着量の算出結果

定期的に採水･分析

ポンプ
（流速：2.0mL/min

※
混合量
採取土

酸化鉄スラリー添加量
（3

  カラム試験の概要

は大きくなる．

通水量は若干低下するものの

実際の地下水に存在する無機イオンの影響を受けて，吸着阻害となっ

試験を通して現場条件に見合う適切な設

重金属吸着能を持つ地盤注入用スラリー（酸化鉄系）の開発, 第 21 回地下水・土壌汚

（破過曲線） 

カラム出口
砒素濃度

砒素
吸着量

(mg/L) (mg/g-FB剤)

<0.001 0

<0.001 0.002

<0.001 0.005

<0.001 0.010

<0.001 0.015

<0.001 0.020

0.001 0.025

0.001 0.030

0.001 0.039

0.002 0.058

0.004 0.076

0.004 0.093

0.005 0.110

0.009 0.125

0.009 0.139

0.010 0.153

0.013 0.165

酸化鉄　48kg-酸化鉄/m3-土

による砒素吸着量の算出結果 

現地採取土
高さ10cm
砒素溶出量：0.017mg/L

2.0mL/min）

酸化鉄スラリーが所定
混合量となるよう，現地
採取土に混合．

酸化鉄スラリー添加量
3，12，48kg-酸化鉄/m3-

カラム試験の概要 

．酸化鉄スラリ

通水量は若干低下するものの，おおむね

吸着阻害となっ

試験を通して現場条件に見合う適切な設

回地下水・土壌汚

砒素
吸着量

(mg/g-FB剤)

0

0.002

0.005

0.010

0.015

0.020

0.025

0.030

0.039

0.058

0.076

0.093

0.110

0.125

0.139

0.153

0.165

-土

0.017mg/L

所定
，現地

酸化鉄スラリー添加量
-土）

酸化鉄スラリ

おおむね

吸着阻害となっ

試験を通して現場条件に見合う適切な設

回地下水・土壌汚

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)
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